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2022年3月10日（木） 17：00まで2022年3月10日（木） 17：00まで

2022年3月15日（火） 2022年3月15日（火） 13：00-17：0013：00-17：00

主催：大阪大学大学院工学研究科
後援：大阪大学社会ソリューションイニシアティブ（SSI）
 大阪大学国際共創大学院学位プログラム推進機構
企画：大阪大学大学院工学研究科 テクノアリーナ最先端研究拠点
 「原フューチャー・デザイン革新拠点」　

　気候変動や資源エネルギー問題、イ
ンフラの維持管理など、様々な長期課
題が顕在化している中、持続可能社会
の形成やカーボンニュートラルの実現
は喫緊の課題となっています。本シン
ポジウムでは、これら長期課題に対処
し、将来世代に持続可能社会を引き継
いでいくための社会の仕組みをデザイ
ンする「フューチャー・デザイン」に
関する拠点での研究と、産学官共創で
進む実践の最前線を報告し、これから
の社会転換とイノベーションに向けた
フューチャー・デザインの展望を議論
いたします。

オンラインオンライン 150名150名 無料無料

大阪大学大学院工学研究科 附属フューチャーイノベーションセンター
MAIL : forum＠cfi.eng.osaka-u.ac.jp (＠は半角に変えて下さい)
TEL : 06-6879-7195 

＊シンポジウム情報（URL等）の詳細は、後日、参加登録していただいた連絡先
（メールアドレス）にご連絡させていただきます。

下記ホームページより参加登録をよろしくお願いいたします。
https://bit.ly/3yAVeiz

https://bit.ly/3yAVeiz


13 :00　大阪大学 統括理事・副学長挨拶　田中 敏宏　大阪大学統括理事・副学長
�

13 :10　工学研究科長挨拶　馬場口 登　大阪大学大学院工学研究科長
�

13 :20　シンポジウム趣旨説明　原 圭史郎　�大阪大学大学院工学研究科附属フューチャーイノベーションセンター��
副センター長・教授、フューチャー・デザイン革新拠点長�

第一部｜持続可能な未来社会への展望

13 :30 講演1 	 サステイナビリティ学が考える未来社会の姿
 福士 謙介　東京大学未来ビジョン研究センター�副センター長・教授
� 　

13 :50 講演2 � イノベーションの先に目指すべき豊かな未来とは 
� 伊藤 智　�国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構� ��

技術戦略研究センター�デジタルイノベーションユニット長
�

14 :10� 講演3 � フューチャー・デザイン革新拠点の研究と社会共創の実践
 原 圭史郎　大阪大学大学院工学研究科附属フューチャーイノベーションセンター�副センター長・教授
� ��
14 :30-14 :45� 質疑応答・休憩

14 :45� 講演4 � 産業界での技術研究戦略へのフューチャー・デザインの応用
 江口 正浩　オルガノ株式会社技術開発本部開発センター�副センター長
�

15 :00	 講演5 � 事業開発研修へのフューチャー・デザインの応用と可能性
  倉敷 哲生　大阪大学大学院工学研究科ビジネスエンジニアリング専攻�教授� 　�

中村 孝司　帝国イオン株式会社�代表取締役社長
� 　
15 :15	 講演6 � �フューチャー・デザインの脱炭素の道筋検討への応用  

―地球温暖化対策条例の改正及び計画策定を例に
 藤田 将行　京都市環境政策局地球温暖化対策室�計画・気候変動適応策推進係長
�

15 :30� 講演7 � �フューチャー・デザインを活用した計画策定   
―吹田市第3次環境基本計画 

� 楠本 直樹　吹田市環境部�環境政策室長
�

15 :45� 講演8 � �矢巾町のフューチャー・デザイン   
―これまでとこれからの展望、そしてカーボンニュートラルに向けて �

� 吉岡 律司　岩手県矢巾町�企画財政課長
�

16 :00� 講演9 � コミュニティの生命の継承と大災害からの「事前復興計画」 
 木多 道宏　�大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻�教授� �

／社会ソリューションイニシアティブ（SSI）�副長
�

16 :15�講演10 � �大学院教育での実践例  
―人口減少時代における地域共生社会構築とフューチャー・デザイン 

 齊前 裕一郎　大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻�博士前期課2年
�

16 :30-17 :00� 総合討論
  野間口 大　大阪大学大学院工学研究科機械工学専攻�准教授 �

鈴木 賢紀　大阪大学大学院工学研究科マテリアル生産科学専攻�准教授 �
各講演者

�

17 :00　閉会挨拶

第二部�｜フューチャー・デザイン研究と産学官共創による実践


